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「近代の超克」論――その戦中・戦後
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目的に関する我信界」（哲学会、1896年 4月 16日、『哲学雑誌』第 114号、1896年 8月）
で、集団維持のための自己犠牲をいとわない個人が多いほど集団間の生き残りに勝ちうる
優れた集団であるとする基本原理に立ち、プロテスタンティズムによる愛他精神の涵養を
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的復讐のように読める。ゾラの兄貴分にあたるギ・ド・モーパッサン（Henri René Albert 
Guy de Maupassant, 1850–1893）は、傍目には滑稽にも見える人生の一コマ、その真実を
突き放して書く作風で知られ、怪奇小説も手掛けていた。その作風は、繰り返し参照さ
れたが、日本の「自然主義」文芸のうちに、ゾラの宣言に賛同した作家や批評家はひと
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義文化人類学者、クロード・レヴィ =ストロース（Claude Lévi-Strauss, 1908–2009）が示
した「長い文化」―近代科学技術文明の思考法の影響を受ける以前の思考様式―をヒ
ントにしたものだろうか。レヴィ =ストロースは、熱帯植民地地域のフィールド調査か

















































































































































を率いた内村鑑三『日本および日本人』（Japan and Japanese, 1894、のち『代表的日本人』






































的意識 non-refl ective consciousness）を考察したアメリカのプラグマティズムの流れに属す








ンもそのひとりだった。『時間と自由』 （Henri-Luis Bergson, Essai sur les données immédiates 
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かたちを変えて生き延びている。情報の交換と交通が高度に発達したグローバリゼイショ
ンの波とその反作用としてのさまざまなローカリゼイションが複合する国際世界に、さま
ざまなレヴェルの国際協調によって資本主義経済を支え合うしくみがつくられたからであ
る。かつては恐慌を回避する手段として、また世界戦争に生き残るために有効性が認めら
れた国家社会主義が明確な破綻を示し、冷戦下に保持されていた多くの民族複合国家が解
体したが、それらは新たな国民国家として再組織化されるよりほかなく、国民国家を組織
することの困難を抱えた地域には内乱と経済破綻の悲惨な状態が続いている。さまざまな
水準の国際協調は、国家社会主義に別の形態をとらせているともいえるかもしれない。
　だが、今日、超えることが問われている「近代」とは、それらに伴ってはいるが、それ
らとは別の水準として考えるべき、西洋近代が生んだ自然征服観である。地球上の生物の
生存維持を目的とする生命本位の思想にも、20世紀に国際的にひろがった普遍的生命観
がテコとなって働いている。それは、遺伝子、細胞、臓器、個人（心身）、家族、さまざ
まな集団、民族（国家）、アジア（文化圏）、人類、生物界、地球、宇宙までをも貫く普遍
的な「生命」の観念である。それは物理学界をエネルギー一元論が支配した時代が生んだ
ものであるが、精神文化では数量に換算できない精神のエネルギーの観念がひろがった。
そして、それらは物理学が量子力学や統計力学などが併存する時代になっても保持されて
いる。
　日本の「近代の超克」思想を検討して得られたのは、このような普遍的生命を原理とす
る考えが、日中戦争から第二次世界大戦期に至るあいだに普遍性をもつ「民族の生命」と
いう水準に収束し、「大東亜共栄圏」構想を生み、そして、歴史の事後的解釈を横行させ
てきたというものだった。より抽象化するなら、「普遍的生命」を原理とする思想は、歴
史的条件によっては、それらのどの水準にも容易に収束しうるということである。そのこ
とを、われわれが向かうべき生命本位のあり方につきまとう危険な側面、それに対する警
告とすべきであろう。
　今日、生物機械論も新しい段階に入っている。生物のエネルギー代謝、諸組織系の形態
研究が、ともにオートポイエーシス（自己組織化する生命）論を盛んにしている。生物、
すなわち生きている自働機械論である。他方、通信工学と生理学の自働装置論とが結びつ
いて生まれたサイバネティクスは、脳や諸社会組織のコンピュータとのアナロジーを盛ん
にしている。これらは新たな生命観を用意しているといえるだろう。かつて、個々人を細
胞とアナロジーする思考法は、「民族の生命」維持を至上の命題としたとき、容易に個々
人の新陳代謝と結びついたが、今度は、人間の情報化のような新たな疎外を生みだしかね
ない。どのような生命観も個々人の実感と直接、容易に結びつき、実践に駆り立てるもの
だということを忘れてはならないだろう 178。
178  本稿は、「『近代の超克』思想と『大東亜共栄圏』構想をめぐって」（酒井直樹・磯前順一編『「近
代の超克」と京都学派』日文研叢書 47、以文社、2010）及び「『近代の超克』思想と『大東亜共栄
圏』構想をめぐって―京都学派座談会『世界史的立場と日本』および丸山真男『日本の思想』批判」
（CAPAS、2012）を大幅に増補、再編集したものである。なお、引用文のそれぞれの典拠テクストと
の校合に、国際日本文化研究センター・プロジェクト研究員、石川肇氏の協力をえた。
